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１．まえがき

アントレプレナー・エンジニアリング研究委員会は，映

像情報メディア学会の時限研究委員会として2000年12月

に設置された．活動の目的は，事業創造を目指すアントレ

プレナーシップ（起業家精神）に基づき，技術戦略と経営戦

略を統合し，技術シーズから事業化に至る動的なプロセス

における課題を見出し，その課題に対する解を提供する方

法論，いわゆる起業工学を体系化することにある．

図1は知識から市場に製品，あるいはサービスが提供され

るまでのプロセスをまとめたものであり，ここでの事業創

造プロセスは，「技術シーズ」が「経営リソース」と結合しな

がら市場に提供される「製品・サービス」に至る流れと，「市

場ニーズの認識」からシーズ側への上流への流れの二つの流

れから形成されている．この二つの流れが交差するところ

はアントレプレナーシップを触媒として新たな価値創造・

新結合を生み出す発火点とも考えられる1）．本研究委員会で

は，事業創造プロセスに関する多様な事例研究を通じて上

記の起業工学を確立するとともに，社会で活躍できるアン

トレプレナー育成に貢献することを目指し取り組んでいる．

本稿では，本研究委員会を取り巻く世の中の潮流と，本

研究委員会の2022年1月から2023年12月の期間における

活動を振り返りまとめる．

２．本研究委員会を取り巻く潮流

本研究委員会では，発足当初よりキーワードとしてオー

プンイノベーションに注目してきた．オープンイノベー

ションは，自社の研究や技術のみで画期的な新製品（商

品）・サービスを提供する，従来のクローズドイノベー

ションの限界を超える新しい概念として，2003年に米国

ハーバード大学のHenry W. Chesbrough教授により定義

されたものである2）．ここでは，このオープンイノベー

ションの進化，加えてイノベーション創出におけるAI（人

工知能）の活用について，最近のトピックスをまとめる．

2.1 オープンイノベーションの進化

初期のオープンイノベーションでは，企業活動に焦点が当

てられ，研究開発効率の向上や新規事業創出を目的としし

た外部連携が提案されていた（オープンイノベーション1.0）．

その後，概念はさらに進化し，企業同士の1対1の関係性に

基づくものから組織横断型で多層的なイノベーションへと

変化した（オープンイノベーション2.0 3），さらに3.0 4）5））．

このようにオープンイノベーションは社会や技術の変化に

対応して，継続して進化していると考えられる．ここでは，

最近の特に日本国内におけるオープンイノベーションの進

化に関わるトピックスとして以下を取り上げたい．

（1）アクセラレータープログラムを通してのイノベー

ション促進

スタートアップ企業や起業家をサポートし，事業成長を

促進する支援活動であるアクセラレータープログラムを事

業会社が実施するケースが増加している．同プログラムを

推進する専門の運営業者が立ち上がっており，より容易に

プログラムを実施することが可能となっている．ポストパ

ンデミック下でのオンライン化加速も，プログラムを普及

させる後押しとなっている．
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図1 アントレプレナー・エンジニアリング研究委員会で提唱する事

業創造プロセス
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（2）オープンイノベーション支援のためのプラット

フォーム・ツールの普及

スタートアップ企業や技術者・研究者とのマッチングを

支援するプラットフォームの普及が加速している．オンラ

インを活用し，前述のアクセラレータープログラムの運営

会社が提供する場合もあり，オープンイノベーションに関

して新たなエコシステムが形成される状況にある．

（3）クラウドファンディング等，広範な参加者を巻き込

んだイノベーション創出

クラウドファンディング等，顧客層を巻き込んだイノ

ベーション創出が注目されている．より効率的なテスト

マーケティング推進，企業のブランド価値向上といったメ

リットがある．

これらのトピックスに加えコーポレートベンチャーキャ

ピタル（CVC）活動の加速等，企業がオープンイノベー

ションに向けて新たなシーズを調達する方法がますます多

様化しているのが現状である．

2.2 イノベーション創出におけるAI活用

生成AIの出現はイノベーション創出において非常に強い

インパクトを与えたといえる．2022年11月のChatGPT公

開以来，3ヵ月でそのユーザが1億人を超えた．AIによっ

て大量生産されるアイデアを足掛かりに，人間が改良や追

加のアイデアを出し，AIと人間がアイデアを絞り込んでい

く，このような新しいイノベーション創出のやり方が論じ

られている．デザイン思考で知られるIDEOは生成AIを以

下の五つの場面で活用可能としている6）．

（1）アイデア出し

（2）アイデア分類，キーワード抽出

（3）アイデア批判を通してのアイデア選別

（4）コピーライティング

（5）プレセンテーション資料作成

今後はアイデア創出がより重要な，いわゆる創造化社会

への進化が予想されるが，その場合は生成AIを良きアシ

スタントとし，人間がそれだけ創造性を発揮できるかが重

要と考えられる．

図2はオープンイノベーションの進化と本稿で紹介した

キーワードをまとめたものである7）．以上の通り，オープ

ンイノベーションの進化，生成AI活用の加速はイノベー

ション創出におけるエコシステムを大きく変化させ，本研

究委員会の活動に大きな影響を与えるものであり，引続き

注目して活動を進めていく．

３．研究会および関連活動

2022年1月～2023年12月の間に本研究委員会では，研究

会主催を2件，学会への協賛およびその特集企画（映像情

報メディア学会誌）を1件実施した．以下，当該期間にお

ける研究会および関連活動についてまとめる．

3.1 2022年研究会

3月19日に早稲田大学ビジネススクールにて2021年度第

3回研究会を行った（ハイブリッド開催）．本研究委員会に

おける起業工学の研究推進にご尽力いただき2021年6月に

ご逝去された榊原清則先生（慶應義塾大学名誉教授）に哀悼

の意を表し「起業工学から見たイノベーションに関する研

究（榊原清則先生を偲ぶ）」なるテーマで，基調講演セッ

ション1件，研究論文発表を4件行った．基調講演セッ

ションでは，榊原先生の先駆的起業工学への引導に感謝し，

講演ならびにパネルディスカッションでご功績を振り返っ

た（図3）．研究論文発表では，大学発ベンチャーの信頼性

構築，お化け屋敷を通じたエンタメ業界での価値向上，ス

キンケア製品における価値創造，バイオマスプラスチック

等による探索型環境適応設計マネジメントについて議論が

なされた．

3.2 2023年研究会

3月4日に早稲田大学にて2022年度第1回研究会を実施し

た（ハイブリッド開催）．「持続可能な未来へ！」をテーマと

し，SDGs（Sustainable Development Goals）に対して起業

の視点から議論を行った．まず，日本農業株式会社大西千

晶様から基調講演として，農業を起点に自然と共生する豊

かさを追求する取組みについて発表があり，農場運営事業

に加えて，フードロス削減・6次産業ブランド化の取組み

が紹介され，SDGsに調和した起業の姿が示された．また，

研究論文発表では，ベンチャー企業からのイノベーション

を持続的普及させる場合における大手企業による模倣の影

響，お笑いを通じた社会課題の解決，持続可能なミニシア

ターを実現するための収益構造のあり方，人口増加が著し

いインドにおけるインパクト投資の有効性，学食を活用し

た食品ロス削減，市場を見据える中央研究所の役割が論じ

られた．

さらに，9月16日には2023年度第1回研究会を「社会的

図3 2022年3月19日アントレ研2021年度第3回研究会基調講演「榊原

清則先生を偲ぶ」（当日資料より）図2 オープンイノベーションの進化と注目すべきキーワード
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インパクトを考慮した持続可能性に関する研究」をテーマ

としオンライン開催で実施した．心身に自然にポジティブ

作用を与える「空間サプリメント」の社会インフラ融合によ

る持続可能な町づくりの実現，AIを活用し人手不足などの

建設業持続性を妨げる課題の解決，環境と循環型社会を考

えた森林資源とレンタルビジネスの新たな連携形態につい

て議論がなされた．

3.3 学会への協賛および特集企画

2022年8月25, 26日に京都工芸繊維大学/シンメトリクス

国際シンポジウム「伝統から未来へ：ポストCMOSへの胎

動 ―CeRAM: Correlated Electron Memory―」がオンライン

開催され，その協賛を行った（図4）．このシンポジウムで

は，ポストCMOS・ポストノイマン型コンピュータを実現

し得る革新的メモリーソリューションCeRAMに焦点をあ

てその動作原理を論じるとともに，集積技術の将来展望や

新たな酸化物材料といった次世代の技術動向，さらには応

用視点からの新技術への期待について，日米から計9件の

発表があった．加えて，同シンポジウムはこれまで日本の

ものづくりを支え，多くのベンチャー企業が巣立った京都

から発信する形で開催された．AI/IoTの進化に対応する

ためには，半導体とコンピュータ・アーキテクチャの進化

が必要不可欠であり，半導体材料・デバイスが革新的に進

化する必要があると考え，同シンポジウムの内容を本会誌

2023年第3号の特集企画として紹介した．この革新的メモ

リーソリューションが，本研究委員会が目指す「起業工学

に基づくイノベーション創出」の具体事例と発展すること

を期待したい．

４．むすび

本稿では，本研究委員会が着目すべき世の中の潮流とし

て，オープンイノベーションの進化とAI活用の可能性に

ついて論じた．加えて，本研究委員会の2022年1月～2023

年12月における活動について振り返った．

AI・ビッグデータ・IoT活用の進化，ポストパンデミッ

クにおける新しい生活様式の定着と，この数年間だけでも

大きな社会の変化があった．今後は，起業工学が注目する

「新たな価値創造・新結合」のアプローチもますます多様化

すると考えられる．本研究委員会では，これらの変化を先

取りできるよう，取組みのさらなる活性化を進めていく．

本稿執筆にあたって，多くのご支援・ご協力を頂いた学会

事務局ならびに多くの本研究委員会関係者に心から感謝し

たい． （2024年1月13日受付）
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図4 2022年8月京都工芸繊維大学/Symetrix国際シンポジウム
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